
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（女川原子力発

電所２号炉工事計画）（２４２） 

２．日 時：令和３年１０月１３日 １３時３０分～１７時２０分 

３．場 所：原子力規制庁 ８階Ａ会議室（一部ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者：（※ ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

名倉安全規制調整官※、忠内安全管理調査官、江嵜企画調査官、 

藤原主任安全審査官、三浦主任安全審査官、伊藤安全審査官、 

杉原技術参与、谷口技術参与 

 

東北電力株式会社： 

原子力本部 土木建築部 課長、他３名 

原子力本部 土木建築部 部長、他１３名※ 

 

５．要 旨 

（１）東北電力株式会社から、女川原子力発電所２号炉の工事計画補正申請の

うち、「耐津波設計」について提出資料に基づき、説明があった。 

 

（２）これに対し、原子力規制庁は以下の点について指摘等を行うとともに、

今後、説明内容について引き続き確認することとした。 

 

＜防護設備（防潮堤（鋼管式鉛直壁））の耐震性についての計算書＞ 

○ 設計震度の設定に当たって考慮している基準地震動 Ss 及びばらつきに

ついて、代表性及び網羅性の観点から整理して説明すること。 

○ 設計震度にO.P.18.5mの最大応答加速度を用いていることの妥当性につ

いて、構築物が水平方向又は鉛直方向に共振しないこと（剛であること）

が前提であることを踏まえ、構築物を構成する設備又は部位の固有値を

確認する等、根拠を整理して説明すること。 

 

＜津波への配慮に関する説明書の補足説明資料＞ 

○ 屋外排水路逆流防止設備について、木片が敷地側集水ピットから排水路

に侵入する可能性があることを踏まえ、逆流防止設備の閉塞の要因とな

りやすい長めの木材による悪影響の発生を防止する対策及び運用を整

理して説明すること。 

 

なお、本面談については、事業者から対面での面談開催の希望があったため、

「緊急事態宣言を踏まえた原子力規制委員会の対応の変更について」（令和３

年４月２８日 第６回原子力規制委員会配付資料３）を踏まえ、一部対面で実



 

施した。 

 

６．その他 

提出資料： 

（１）女川２号工認 指摘事項に対する回答整理表（耐津波）（Ｏ２－他－Ｆ－

０１－００２２＿改１３） 

（２）女川２号工認 指摘事項に対する回答整理表（防潮堤）（Ｏ２－他－Ｆ－

０１－００３９＿改６） 

（３）女川２号工認 指摘事項に対する回答整理表（防潮壁）（Ｏ２－他－Ｆ－

１３－０００１＿改９） 

（４）女川２号工認 指摘事項に対する回答整理表（逆流防止設備）（Ｏ２－他

－Ｆ－０１－００７５＿改３） 

（５）女川２号工認 指摘事項に対する回答整理表（浸水防護施設）（Ｏ２－他

－Ｆ－０１－００７７＿改７） 

（６）女川２号工認 指摘事項に対する回答整理表（波及的影響を及ぼすおそれ

のある施設の耐震性についての計算書（機器配管系））（Ｏ２－他－Ｆ－１

９－００３５＿改９） 

（７）Ⅵ－２－１０－２－２ 防潮堤の耐震性についての計算書（Ｏ２－工－Ｂ

－１９－００２４＿改３） 

（８）Ⅵ－３－別添３－２－１ 防潮堤の強度計算書（Ｏ２－工－Ｂ－２０－０

００３＿改３） 

（９）Ⅵ－２－１０－２－３ 防潮壁の耐震性についての計算書（Ｏ２－工－Ｂ

－１３－０００１＿改４） 

（１０）Ⅵ－２－１０－２－６ 逆流防止設備の耐震性についての計算書（Ｏ２

－工－Ｂ－１９－０１２５＿改２） 

（１１）Ⅵ－３－別添３－２－５ 逆流防止設備の強度計算書（Ｏ２－工－Ｂ－

２０－００８８＿改２） 

（１２）Ⅵ－２－１０－２－８ 浸水防止蓋の耐震性についての計算書（Ｏ２－

工－Ｂ－１９－０１３４＿改３） 

（１３）Ⅵ－３－別添３－２－７ 浸水防止蓋の強度計算書（Ｏ２－工－Ｂ－２

０－０１２２＿改３） 

（１４）Ⅵ－２－１１－２－２２ 防護設備（防潮堤（鋼管式鉛直壁））の耐震

性についての計算書（Ｏ２－工－Ｂ－１９－０４５７＿改０） 

（１５）補足－１４０－１ 津波への配慮に関する説明書の補足説明資料（Ｏ２

－補－Ｅ－０１－０１４０－１＿改３０） 

 

以上 


